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習志野市子育て支援に関するニーズ調査（案） 

―調査ご協力のお願い― 

 
日ごろより、習志野市政にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

さて、習志野市では、子育て支援のための施策について、子ども・子育て支援法に基づく第

１期の「子ども・子育て支援事業計画（２０１５年度から２０１９年度まで）」を策定し、ま

た、こども園、市立幼稚園及び市立保育所の整備・再編については第２期の「習志野市こども園整

備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画（２０１４年度から２０１９年度までの６か年）」を策

定し、取り組んでいるところです。 

この度、２０２０年度から２０２４年度までの第２期の「子ども・子育て支援事業計画」を

策定する必要があり、市民の皆様に、子育てに関するご要望、ご意見などをおうかがいするた

め、この調査を実施することといたしました。各ご家庭の保育、教育に対する潜在的な需要も含

めて把握させていただき、「子ども・子育て支援事業計画」等に反映させたいと考えております。 

この調査は、住民基本台帳の中から、小学１年生から小学６年生までのお子さんを無作為に

２，５００人抽出し、ご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査内容は、市や国・

県の子育て支援施策の検討のみに利用させていただくものであり、回答者個人が特定されたり、

個々の内容が他にもれたり、他の目的に利用したりすることは一切ございません。 

なお、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業の具体的

な利用の可否を確認・決定するものではありません。将来の利用希望を変更していただいて構

いません。 

つきましては、突然の依頼にてお手数をおかけいたしますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご

協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

２０●●年●月 習志野市長 宮本 泰介 

 

ご記入にあたって 

１ 特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

２ ご回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があります。 

３ 選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。また 

「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（ ）内に具体的な内容をご記入ください。 

４  数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、２４時間制（例：午後６時→１８時）でご記入くだ

さい。 

５  設問によってご回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印に従ってご回

答ください。特にことわりのない場合は次の設問にお進みください。 

６ 設問文や選択肢に出てくる事業名等がわからない場合には、同封の資料を参照してください。 

７  ご記入が済みましたら、同封の返信用封筒に入れて、２０●●年●月●日（●）までに 郵

便ポストに投函してください。（切手は不要です） 

 

【調査に関するお問い合わせ先】 

習志野市役所こども部こども政策課 

電話：０４７－４５３－７３９７ 
 

小学生 

資料４－２ 
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   １．お住まいの地区についてうかがいます。  
 

問１ お住まいの地区はどの小学校区になりますか。あてはまる小学校名の番号に１つだけ○をつけてください。 
 

小学校名 小学校区 

１．津田沼小学校 

津田沼2丁目・3丁目（1番～12番）・4丁目・5丁目・6丁目（4番～14番）・

7丁目（3番～17番）、谷津町1丁目（国道14号線以北）・4丁目、鷺沼台1丁

目427番5 

２．大久保小学校 

大久保1丁目・3丁目、本大久保1丁目～3丁目、藤崎5丁目（2番～5番・8

番・12番～15番）・6丁目・7丁目、泉町1丁目（1番）、鷺沼台2丁目19番の

うち1123番1、1124番5～23、1126番6～10を除く地域 

３．谷津小学校 
谷津1丁目（1340番15・16・24・25を除いた地域）・5丁目～7丁目、奏の杜1丁

目（1番～8番・11番～16番）・2丁目（1番・3番～19番）・3丁目 

４．鷺沼小学校 

鷺沼1丁目（1番～12番・15番～17番）・2丁目・3丁目（1番～17番）・4丁目・5

丁目（1番～5番・7番～17番）、鷺沼台1丁目(427番5を除く。)・2丁目1番～18

番、19番のうち1123番1、1124番5～23、1126番6～10、3丁目・4丁目 

５．実籾小学校 実籾1丁目～3丁目・5丁目・6丁目、実籾本郷、新栄1丁目・2丁目 

６．大久保東小学校 
大久保2丁目・4丁目、本大久保4丁目（8番～19番）・5丁目、泉町1丁目（2番・3

番）・2丁目・3丁目 

７．袖ヶ浦西小学校 

袖ヶ浦1丁目・2丁目（5番～7番）・3丁目（2番～7番）、津田沼6丁目（2番・3

番）・7丁目（1番・2番・18番）、谷津2丁目（1番、2番）、 

谷津町1丁目（国道14号線以南） 

８．東習志野小学校 
東習志野2丁目(1番～17番･18番(55号を除く）･19番･20番）･3丁目～5丁目、実籾4丁

目 

９．袖ヶ浦東小学校 
袖ヶ浦2丁目（1番～4番）・3丁目（1番）・4丁目～6丁目、津田沼6丁目（1番）、

鷺沼1丁目（13番・14番）・3丁目（18番～20番）・5丁目（6番） 

10．屋敷小学校 花咲1丁目・2丁目、屋敷1丁目～5丁目、本大久保4丁目（1番～7番） 

11．藤崎小学校 
藤崎1丁目～4丁目・5丁目（1番・6番・7番・9番～11番）、津田沼1丁目・3丁目

（13番～23番） 

12．実花小学校 東習志野1丁目・2丁目18番55号･6丁目・7丁目・8丁目 

13．向山小学校 谷津1丁目（1340番15・16・24・25）・2丁目（3～23番）・4丁目 

14．秋津小学校 秋津1丁目～5丁目、茜浜1丁目～3丁目 

15．香澄小学校 香澄1丁目～6丁目、芝園1丁目～3丁目 

16．谷津南小学校 谷津3丁目、奏の杜1丁目（9番・10番）・2丁目（2番） 

 

 

 

 

 

※回答者について：この調査は、封筒のあて名のお子さんに関してうかがうものです。回答は、お子さん

の保護者にお願いいたします。また、父親と母親それぞれに「就労に関する意識」をうかがう質問が複数含ま

れます。配偶者のことについてご回答いただく場合には、配偶者のご意見を確認したうえでのご回答をお願い

いたします。なお、父子家庭・母子家庭の方は、配偶者のことについてうかがう質問には、ご回答いただく必

要はございません。 
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問２ お住まいの地区はどの中学校区になりますか。あてはまる中学校名の番号に１つだけ○をつけてください。 

 

中学校名 中学校区 

１．第一中学校 
谷津 1 丁目・2 丁目（3 番～23 番）・3 丁目（2 番～30 番）・4 丁目～7 丁目、 

奏の杜 1 丁目～3 丁目 

 

２．第二中学校 

大久保 1 丁目～4 丁目、本大久保 1 丁目・4 丁目（9 番～14 番・17 番～19 

番）・5 丁目、藤崎 5 丁目（2 番～5 番・8 番・12 番～15 番）・6 丁目、泉町 

1 丁目～3 丁目、実籾 1 丁目（18 番～44 番）・2 丁目（21 番～41 番）、実籾 

本郷（21 番～26 番）、新栄 1 丁目・2 丁目 

 
３．第三中学校 

袖ケ浦 1 丁目～6 丁目、津田沼 6 丁目（1 番～3 番）・7 丁目（1 番・2 番・ 

18 番）、谷津 2 丁目（1 番・2 番）、谷津町 1 丁目（国道 14 号線以南）、鷺

沼 1 丁目・2 丁目（1 番～12 番）・3 丁目～5 丁目 

４．第四中学校 
東習志野 1 丁目～8 丁目、実籾 1 丁目（1 番～17 番）・2 丁目（1 番～20 番）・ 

3 丁目～6 丁目、実籾本郷（1 番～20 番・27 番～35 番） 

 

５．第五中学校 

津田沼 1 丁目～5 丁目・6 丁目（4 番～14 番）・7 丁目（3 番～17 番）、藤崎 

1 丁目～4 丁目・5 丁目（1 番・6 番・7 番・9 番～11 番）・7 丁目、谷津町 1 

丁目（国道 14 号線以北）・4 丁目、鷺沼台 1 丁目・2 丁目、鷺沼 2 丁目（13 

番～19 番） 

６．第六中学校 
屋敷 1 丁目～5 丁目、花咲 1 丁目・2 丁目、本大久保 2 丁目・3 丁目・4 丁 

目（1 番～8 番・15 番・16 番）、鷺沼台 3 丁目・4 丁目 

７．第七中学校 
秋津 1 丁目～5 丁目、香澄 1 丁目～6 丁目、茜浜 1 丁目～3 丁目、芝園 1 丁 

目～3 丁目、谷津 3 丁目（1 番） 

 

 

   ２．封筒のあて名のお子さんについてうかがいます。  
 

問３ あて名のお子さんの生年月をうかがいます。 

 
平成 年 月 生まれ 

 
問４  あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、あて名のお子さんは、上から 

何人目のお子さんですか。 

 
人 上から 人目 

 

 

  ３．家族関係についてうかがいます。  
 

問５ この調査票に回答いただいている方は、あて名のお子さんからみてどなたですか。あてはまる答えの 

番号に１つだけ○をつけてください。 

 

１．母親 ２．父親 ３．その他（            ） 

 

問６ この調査票に回答いただいている方の配偶関係について、あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ 

てください。 

 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

 

  ４．あて名のお子さんの子育て環境についてうかがいます。  
 

問７  あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方は、あて名のお子さんからみてどなたです

か。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

１．主に父親 ２．主に母親 ３．主に祖父母 ４．その他 
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問８ 身近な地域で、子育てに関する悩みや不安をどなたに相談していますか。あてはまる答えの番号すべ 

てに○をつけてください。 

 

１．親や家族 ２．友人や知人 ３．近所の人 

４．子育て支援（関連）の施設（総合教育センター等） 

５．学校や教員 ６．ＰＴＡ家庭学級 ７．かかりつけの医師 

８．行政 ９．その他（          ） 

10．相談相手がいない 11．相談することはない  

 

問９ 日頃、あて名のお子さんを預かってもらえる親族や友人・知人はいますか。あてはまる答えの番号す 

べてに○をつけてください。 
 

１．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる 

３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる 

５．いずれもない （→ 問 10へ） 

 

問９で「１．」または「２．」を選ばれた方にうかがいます。  
 

問 9-1 祖父母に預かってもらっている状況について、うかがいます。あてはまる答えの番号すべてに○ 

をつけてください。 
 

１．祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない 

２．祖父母の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．その他（ ） 

 

問９で「３.」または「４.」を選ばれた方にうかがいます。  
 

問 9-2 友人や知人に預かってもらっている状況について、うかがいます。あてはまる答えの番号す

べてに○をつけてください。 
 

１．友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．その他（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（→ 問 9-1 へ） 

（→ 問 9-2 へ） 



 

4  

   ５．あて名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。  
 

問10 現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。（１）と（２）のそれぞれについて、

あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。併せて、〔 〕に数字をご記入ください。 

※時間は必ず「9:00～18:00」のように 24 時間制でご記入ください。 
 

（１）母親（父子家庭の方は回答不要です） 
 

 

         
 

問 10-1 １週間当たりの平均の就労時間と、働いている日の平均的な家を出る時間・帰宅時間を記入して

ください。育休・介護休業中のか方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※時間は必ず「9:00～18:00」のように 24 時間制でご記入ください。 
 

【 １週当たりの平均の就労時間  〔   〕時間 】 

【 平均的な家を出る時間〔  ：  〕  帰宅時間〔  ：  〕 】 

 

 
 

問 10-2  お母様の就労希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。「２． 

    有（１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったら就労したい）」を選ばれた方は、（ ）

内 

に、何歳になった時か具体的に記入してください。 
 

１．有（すぐにでも、または１年以内に就労したい） （→ 問 10-3 へ） 

２．有（１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったら就労したい） （→ 問 10-3 へ） 

３．無 （→問 10（２）へ） 

 

 

問 10-3  希望する就労形態はどのようなものですか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。（パートタイム、アルバイト等を希望の方は１週当たり日数及び１日当たり時間

も記入してください。） 

 

１．フルタイムによる就労 

２．パートタイム、アルバイト等による 

→（１週当たり〔 〕日・１日当たり〔 〕時間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

問10の「（１）母親」で、「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６．これまでに就労し

たことがない」を選ばれた方にうかがいます。（該当しない方は、問 10-5 へ） 

問10の「（１）母親」で、「１．～４．」を選ばれた方にうかがいます。 

１．フルタイムで就労している 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中 

３．パートタイム、アルバイト等で就労している 

４．パートタイム、アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまでに就労したことがない 

問10-3 と 問10-4 は、問10-2 で「１．有（すぐにでも、または１年以内に就労したい）」または「２．有

（１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったら就労したい）」を選ばれた方にうかがいます。 
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問 10-4  就労就労希望がありながら現在働いていない理由はなんですか。もっとも近い答えの番

号に１つだけ○をつけてください。 

 

１．放課後児童会（学童保育）のサービスが利用できない 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がない 

３．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていない 

５．その他（                             ） 
 

 

問 10-5  フルタイムへの移行希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 
 

１．フルタイムへの移行希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの移行希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等を続けたい 

４．パート・アルバイト等をやめて育児や家事に専念したい 

  

（２）父親（母子家庭の方は回答不要です） 
 

 

         
 

問 10-6 １週間当たりの平均の就労時間と、働いている日の平均的な家を出る時間・帰宅時間を記入して

ください。育休・介護休業中のか方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※時間は必ず「9:00～18:00」のように 24 時間制でご記入ください。 
 

【 １週当たりの平均の就労時間  〔   〕時間 】 

【 平均的な家を出る時間〔  ：  〕  帰宅時間〔  ：  〕 】 

 

 
 

問 10-7 お父様の就労希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。「２．

有（１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったら就労したい）」を選ばれた方は、（ ）内

に、何歳になった時か具体的に記入してください。 
 

１．有（すぐにでも、または１年以内に就労したい） （→ 問10-8へ） 

２．有（１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったら就労したい） （→ 問10-8へ） 

３．無 （→ 問11 へ） 
 

 

 

 

 

問10の「（２）父親」で、「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６．これまでに就労し

たことがない」を選ばれた方にうかがいます。（該当しない方は、問 10-10 へ） 

問10の「（２）父親」で、「１．～４．」を選ばれた方にうかがいます。 

問10の「（１）母親」で「３．パートタイム、アルバイト等で就労している」または「４．パートタイム、アル

バイト等で就労しているが、育児休業・介護休業中」を選ばれた方にうかがいます。（該当しない方は、問 10

（２）へ） 

１．フルタイムで就労している 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中 

３．パートタイム、アルバイト等で就労している 

４．パートタイム、アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまでに就労したことがない 
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問 10-8  希望する就労形態はどのようなものですか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。（パートタイム、アルバイト等を希望の方は１週当たり日数及び１日当たり時間

も記入してください。） 
 

１．フルタイムによる就労 

２．パートタイム、アルバイト等による就労 

→（１週当たり〔 〕日・１日当たり〔 〕時間） 

 

問 10-9  就労就労希望がありながら現在働いていない理由はなんですか。もっとも近い答えの番

号に１つだけ○をつけてください。 

 

１．放課後児童会（学童保育）のサービスが利用できない 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がない 

３．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていない 

５．その他（                             ） 

 

 

問 10-10  フルタイムへの移行希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 
 

１．フルタイムへの移行希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの移行希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等を続けたい 

４．パート・アルバイト等をやめて育児や家事に専念したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10-8 と問 10-9 は、問 10-7 で「１．有（すぐにでも、または１年以内に就労したい）」または「２．

有（１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったら就労したい）」を選ばれた方にうかがいます。 

問10の「（２）母親」で「３．パートタイム、アルバイト等で就労している」または「４．パートタイム、アルバイ

ト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中」を選ばれた方にうかがいます。（該当しない方は、問 11 へ） 
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  ６．小学校での放課後の過ごし方について、すべての方にうかがいます。  
 

問 11 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後の時間をどのような場所

で過ごさせたいと思いますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を記

入してください。また、「放課後児童会（学童保育）」の場合には利用を希望する時間も記入してください。 
 

※現在そうしている・過去にそうしていたでなく、そうさせたいと思っていることをお知らせください。 
 

※時間は、必ず「下校時から 18:00」のように 24 時間制で記入してください。 
 

【放課後児童会（学童保育）】…地域によっては、放課後児童クラブなどと呼ばれています。保護者が就労等に

より昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあ

たっては、一定の利用料（１月あたり 10,000 円程度）がかかります。 

 

１．自宅 →週  日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 →週  日くらい 

３．公共の場所 →週  日くらい 

（公民館、公園など） 

４．習い事 →週  日くらい 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

５．放課後児童会（学童保育） →週  日くらい 

６．放課後子ども教室 ※ →週  日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター →週  日くらい 

８．その他（ ） →週  日くらい 
 

※ 「放課後子ども教室」…地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・

文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、全ての小学生が利用できます。 

 

問 12 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後の時間をどのような場

所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を

記入してください。また、「放課後児童会（学童保育）」の場合には利用を希望する時間と何年生まで希

望するかも記入してください。 
 

※現在そうしているや過去にそうしていたでなく、そうさせたいと思っていることをお知らせください。 
 

※時間は、必ず「下校時から 18:00」のように 24 時間制で記入してください。 
 

１．自宅 →週  日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 →週  日くらい 

３．公共の場所 →週  日くらい 

（公民館、公園など） 

４．習い事 →週  日くらい 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

５．放課後児童会（学童保育） →週  日くらい 

６．放課後子ども教室 ※ →週  日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター →週  日くらい 

８．その他（ ） →週  日くらい 

 

 

問 13 あて名のお子さんは、自宅からその施設までどのくらいまでならば通うことができますか。数字を

ご記入ください。 
 

  ｋｍ 

 

利用を希望する時間 

下校時から  ： まで 

利用を希望する学年 

年生まで 

まで 

利用を希望する時間 

下校時から ： 

問11 または 問12 で、「５．放課後児童会（学童保育）」または「５．放課後子ども教室」または「ファミーリ

ー・サポート・センター」を選ばれた方にうかがいます。（該当しない方は、問 14へ） 
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問 14 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に放課後児童会（学童保育）の利用希望はあり

ますか。それぞれについて、あてはまる答えの番号１つずつに○をつけて、利用を希望する時間と何年

生まで希望するかを記入してください。 
 

※時間は、必ず「9:00～18:00」のように 24 時間制で記入してください。 
 

※現在、市内では、日曜日・祝日の放課後児童会（学童保育）は実施していません。今後のご希望

をお聞かせください。 
 

【土曜日】 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

３．利用希望はない 

 

 

 

【日曜日・祝日】 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

３．利用希望はない 

 
         

問15は、すべての方にうかがいます。  

 

問 15 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休業期間中に放課後児童会（学童保育） の利

用を希望しますか。あてはまる答えの番号１つに○をつけ、利用を希望する時間と何年生まで希望する

かを記入してください。 

※時間は、必ず「9:00～18:00」のように 24 時間制で記入してください。 
 

※事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。（１月あたり10,000 円程度） 

 
１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

３．利用希望はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用を希望する時間 

  ： から  ： まで 

利用を希望する学年 

  年生まで 

利用を希望する時間 

  ： から  ： まで 

利用を希望する学年 

  年生まで 

利用を希望する時間 

  ： から  ： まで 

利用を希望する学年 

  年生まで 

問 11 または問 12 で、「５．放課後児童会（学童保育）」の選択肢を選ばれた方にうかがいます。（該当しない方

は、問 15 へ） 
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  ７．あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。  
 

問 16  この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休んだたことはありますか。あてはまる答え

の番号１つに○をつけてください。 
 

１．あった （→ 問 16-1､2 へ） 

２．なかった （→ 問 17 へ） 
 

 

 

問 16-1 この１年間の対処方法とそれぞれの日数はおよ

そ何日ですか。あてはまる答えの番号すべてに○

をつけ、それぞれの日数を記入してください。 

（半日程度についても１日として扱ってください） 

 

問 16-2 「父親が休んだ」「母親が休んだ」 

を選ばれた方にうかがいます。その際、で 

きれば病児・病後児のための事業を利用 

したいと思われた日数はどれくらいあり 

ますか。枠内に日数を記入してください。 

※病児・病後児のための事業等の利用には、

一定の利用料（日額 2,000 円程度） が

かかります。 

この１年間の、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休んだときの対処方法と、保護者が仕事を休んだ日

数についてうかがいます。お父様、お母様をはじめ、それぞれについてお答えください。 

できれば病児・病後児

のための事業を利用したい 

 
  日 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した  日 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた   日 

９．その他（ ）  日 

  日 

  日 

 日 

３．（同居者を含む）親族・知人に預けた 

４．就労していない保護者がみた 

５．病児・病後児のための事業を利用した 

（保育所で実施している事業を含む） 

６．ベビーシッターを利用した   日 
 
 日 

  日 

  日 

１．父親が休んだ 

２．母親が休んだ 

できれば父母のいずれか

が仕事を休んで看たい 

 
  日 
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   ８．あて名のお子さんの一時預かりについてにうかがいます。  
 

問17 この1年間で、私用（冠婚葬祭、リフレッシュ等）、保護者の通院、不定期の就労等の目的で、あて名

のお子さんを家族以外に預けたことがありましたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけて、年間の

日数（おおよそ）を記入してください。 

 

１．ある   日 

 

２．ない 
 

 

問18 あて名のお子さんに関して、保護者の私用（冠婚葬祭、リフレッシュ等）、通院、不定期の就労等の目

的で、年間何日くらい、一時預かりをする事業を利用する必要があると思いますか。あてはまる答えの

番号１つに○をつけて、年間の利用希望日数（おおよそ）を記入してください。 

※事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。（一時預かり：乳児１日 2,600 円・幼児１日 1,400 

円程度、預かり保育：１時間 170 円程度） 
 

１．利用したい   日 

 

２．利用する必要はない 
 

 

問19   保護者の私用（冠婚葬祭、リフレッシュ等）、通院、不定期の就労等の目的でお子さんを預ける場合

に、望ましいと思う事業形態はどれですか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。 
 

１．放課後児童会（学童保育）で子どもを預かる 

２．ベビーシッターに預ける 

３．ファミリー・サポート・センター等の地域住民が子どもを預かる 

４．その他（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（理由別） 

① 私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 

② 冠婚葬祭、子どもの親の病気 

③ 不定期の就労 

④ その他（ ） 

  日 

  日 

  日 

  日 

（理由別） 

① 私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 

② 冠婚葬祭、子どもの親の病気 

③ 不定期の就労 

④ その他（ ） 

  日 

  日 

  日 

  日 
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   ９．あて名のお子さんの宿泊を伴う一時預かりついて、すべての方にうかがいます。 
 

問 20 この１年間に、保護者の用事などにより、あて名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けなければな

らないことはありましたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。 
 

１．あった（預け先が見つからなかった場合を含む） （→ 問 20-1、2 へ） 

２．なかった （→ 最後に  へ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、本市の子育て支援施策についてご意見やご要望がありましたら、ご自由にご記入ください。 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて、切手を貼らずに、２０●●年●月●日（●）まで に郵便ポストにご投函ください。 

 

この１年間の、あて名のお子さんを泊りがけで家族以外に預けなければならなかった場合の対処方法と、そ

の場合の困難度についてうかがいます。 

問 20-2 「（同居者を含む）親族・知人に預

けた」場合の困難度はどの程度でしたか。

あてはまる答えの番号１つに○ をつけ

てください。 

問 20-1 この１年間の対処方法とそれぞれの

泊数はおよそ何泊ですか。あてはまる答

えの番号すべてに○をつけ、それぞれの

泊数を記入してください。 

（１つに○） 

１．非常に困難 

２．どちらかというと困難 

３．特に困難ではない 

  泊 

 

  泊 

  泊 

  泊 

 泊 

１．（同居者を含む）親族・知人に預けた 

２．ファミリー・サポート・センター 

（ショートステイ）を利用した 

３．仕方なく子どもも同行させた 

４．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

５．その他（ ） 

 


